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研究成果の概要（和文）：当初の計画では、死亡前２～３か月に起こる患者の生体情報について前向きに計測を
行う予定であったが、新型コロナウィルスの感染予防を考慮し、既に情報が得られている特別養護老人ホームの
療養者からの情報を後ろ向きに検討していく計画に変更し実施していくこととした。あわせて、現場で働く看護
師および介護士からインタビュー調査を行い、療養者の死亡前の状況についての追加情報をヒアリングした。
これまで得られた終末期療養者の予後予測の判断根拠となる主観的指標の要素、ヒアリングにて得られた情報お
よび電子カルテ情報を突合し、中長期的な予後予測指標の一つである食事摂取量の減少には4つのパターンがあ
ることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The original plan was to prospectively measure biometric information on 
patients that occurs 2-3 months prior to death, but in consideration of prevention of COVID-19 
infection, the plan was changed to a retrospective study of information from special nursing home 
for older adults’ electronic care record for whom information had already been obtained and was to 
be implemented. In addition, interviews were conducted with nurses and caregivers working in the 
field to obtain additional information about the care stuff's pre-death situation.
By comparing the elements of subjective indicators obtained so far as a basis for judging the 
prognosis of end of life residents, information obtained at interviews, and information in 
electronic care records, it became clear that there are four patterns in the decrease in food 
intake, which is one of the indicators for predicting mid- to long-term prognosis.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
高齢多死社会において、医療介護現場（在宅、施設、病院）で療養する高齢者の死亡にかかわる兆候を早期に予
測し対応することは、療養者や家族のQOLおよびQOD向上に繋がるだけでなく、医療介護人材にとっても自信を持
った介護の継続に寄与する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
超高齢多死社会を迎える日本において、多くの患者が希望する自宅看取りを実現することは、
患者の QOL（Quality of life）向上、医療費の適正化に寄与する。看護師が適切に患者の予後予
測をし、患者および家族に予後理解を促すこと（Advance Care Planning; ACP）が求められる。
しかし、予後予測が難しく患者に適切な支援を行えないことが指摘されており、客観的予後予測
指標の開発が求められる。そこで本研究は、当初の計画では以下 3点を実施する予定であった。
①訪問看護師へのインタビュー調査により、看護師が捉える死亡前 2～3か月の患者に起こる身
体的変化の観察項目および判断内容（主観的指標）を抽出する、②死亡前 2～3か月の患者に起
こる生体の動きを総合的に捉え、規則性を予測する科学技術（センサリング技術）を用いて得ら
れる「生体行動情報」（客観的指標）、訪問看護師の観察事項や判断を含めた「実践情報」（主観
的指標）を収集する、③客観的指標と主観的指標を統合し、終末期患者の予後予測指標を開発す
る。 
前述のように、当初の計画では死亡前２～３か月に起こる患者の生体情報について前向きに
計測を行う予定であったが、研究開始２年目より新型コロナウィルスの感染予防を考慮し、既に
情報が得られている特別養護老人ホームの療養者からの情報を後ろ向きに検討していく計画に
変更し実施していくこととした。すなわち、①特別養護老人ホームにおいて、すでに死亡した療
養者の電子カルテ情報を用いて死亡前２～３か月に起こった療養者の状況について統計的に分
析を実施する、②特別養護老人ホームにおいて、看護師および介護士からインタビュー調査を行
い、①で把握した療養者の状況についての追加情報をヒアリングすることにより、終末期患者の
予後予測指標を開発することに変更して研究を実施することとした。 
介護施設入居者の低体重指数、食欲不振、栄養失調、摂食障害の有病率は幅広く報告されてい
る（Bell et al., 2013; Thomas et al., 2013）。Cable-Williams & Wilson（2014）による長期介
護スタッフへのインタビューによると、入居者の差し迫った死の初期兆候には、社会活動への参
加の減少、生きる気力の低下、あきらめ、食事および/または水分の無関心または摂取量の減少
が含まれる。これまでの研究では、食事摂取量の減少と死亡との関連性が確認されている（Cox 
et al., 2020; Engelheart et al., 2021; Lunney et al., 2018; Porock et al., 2005; Wilson et al., 
2005）。そこで、介護職員が毎日観察し、記録している食事摂取量に着目した。 
食事と予後予測の関連を検討した先行研究では、死亡から遡った食事摂取量の減少日数は、が
んでは平均 7.5日（Hui et al, 2019）、非がんでは 16.5日（Hosoi et al, 2020）であることが明
らかになっている。死亡前の食事摂取量の変化のパターンやがんの有無は様々であるため、予後
予測は一様ではなく、食事摂取量の減少の違いを考慮する必要があるかもしれない。死亡前の食
事摂取量の変化の軌跡を分類することにより、これまで癌・非癌のみで分けられていた予後予測
指標を、より対象に合った看取りのケアを行うための指標づくりの一助とすることができる可
能性がある。 

 
２．研究の目的 
適切な時期に ACPを実施するために、特別養護老人ホームに入所している高齢者の死亡前 6
ヶ月間の食事摂取量の変化を分類して食事摂取量の減少パターンの違いを検討し、予後予測指
標として活用の可能性について検討すること 
 
３．研究の方法 
(1)研究デザイン 
後ろ向きコホート研究 
 
(2)研究対象 
2016 年 1月 1 日から 2020 年 6月 23 日の間に日本の 5つの特別養護老人ホームに入所した 65
歳以上の高齢者 1,281 名を対象とした。対象となる高齢者は、調査期間中に死亡が記録されてい
ること（特別養護老人ホームまたは病院のいずれか）、人生最期の 6カ月間に特別養護老人ホー
ムに入所していることを適合条件とした。参加者は、2020 年 6月 23 日までに死亡している 303
名のうち、入所期間が 24週間未満の者 107 名、施設以外で死亡した者 72名、経口摂取不可能で
ある者 54名を除外し、70名を調査対象とした 
 
(3) データ収集 
対象の特別養護老人ホームで日常的に収集されている、電子介護記録（リアルワールドデータ）
を使用した。電子介護記録には、各高齢者の生年月日、性別、要介護度、主傷病名、入居日、死
亡日、食事摂取の日時と量が記録されていた。研究対象の特別養護老人ホームでは、毎日 3 食
（朝・昼・晩）の食事が用意され、提供された。食事摂取量は、下膳した介護士によって食べた
量を目視し記録された。食事摂取量の評価は、毎食ごとに主食のご飯等、副食のおかず等のそれ
ぞれについて、提供された全量を 10 割として 1 割から 10 割までの数値を用いて行った。本研



究では主食と副食の一日分の摂取数を合算して 2 で割り、その数値を食事摂取率として評価し
た。そのほかの調査項目は、死亡時の年齢、性別、要介護度、主傷病名、入居日、死亡日、退居
日とした。 
 
(4)分析方法 
主食と副食を足して 2 で割った 1 日の食事摂取量に関して、まず、死亡する 6 か月前から死
亡までの１週間ごとの平均食事摂取量を算出した。次に、死亡前 6ヶ月から死亡までの 1週間あ
たりの平均食事摂取量の変化のパターンを分類するために、クラスター分析を行った。 
 
(5)倫理的配慮 
著者らの所属する大学の人間研究倫理委員会の承認を得て実施した。本研究は、対象となる特
別養護老人ホームに研究の目的や実施方法に関するポスターを掲示するオプトアウト方式で実
施した。ポスターには連絡先を記載し、研究を拒否しても不利益を被ることはなく、いつでも拒
否できることを参加者に保証している。本研究に参加した高齢者には識別番号が付与され、分析
のために匿名化された。入居者名と識別番号の組み合わせの一覧表を各老人ホームで保管し、個
人情報の保護に十分な注意を払った。 
 
４．研究成果 
(1)研究対象者の特徴 
70 名の参加者のうち、56名（80.0％）が女性、死亡時の年齢が 89.3±6.7 歳、入所期間は 640.0
±350.7 日であった。 
 
(2)死亡前の食事摂取量平均の変化 
死亡前の食事摂取量平均は、24 週間前 7.63±2.18、12 週間前 6.97±2.40、1 週間前 5.05±
3.32、死亡直前 4.09±3.62 であった。 
 
(3)死亡前 6か月間の食事摂取量平均の変化の軌跡 
死亡前半年間の食事摂取量の個人個人の変化は、様々な減少のパターンがあった（図１）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

図１. 個人別の死亡前 6か月間の食事摂取量平均の変化の軌跡 
 
食事摂取量の変化をクラスター分析にて分類したところ、4つのグループに分類された（図 2）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  図 2．クラスター分析によるグループ別の死亡前 6か月間の食事摂取量平均の変化の軌跡 



1 グループは「死亡直前まで変化なし」、2 グループは「死亡前 1 ヶ月前から減少」、3 グルー
プは「死亡 3 ヶ月前から減少」、4 グループは「死亡半年前から徐々に減少」と命名した。死亡
前の食事摂取量の変化のクラスター分析パターンは一様ではなく、様々な変化パターンがある
ことが明らかになった。今回の結果から、食事摂取量の変化に基づく予後指標を開発するために
は、母集団全体を考えるだけでなく、それぞれの変化パターンを検討する必要がある可能性が示
唆された。死亡前の症状変化の軌跡や予後予測の指標に関しては、これまで癌・非癌で分けて分
析されることが多かった。しかし、今回の分析のようにパターン分けを行うことにより非癌であ
ってもいくつかのパターンに分けて詳細な観察やアセスメント、予後予測をしていくことで、よ
り対象に合った時期を見据えた看取りのケアを行う事が可能になると考える。今後、対象を増や
してさらなる研究が望まれる。 
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